ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

第5回　建築WG2委員会　議事録（案）

■日時　平成21年1月14日（水）16:30-19:30

■場所　日本コンクリート工学協会12階　第4会議室

■出席者（敬称略）

井上（範）主査，井上（重）幹事，岩渕，楠，河本，小室（欠席），鈴木，向井

· 提出資料

WG2-5-1　第7回全体委員会議事録（案）

WG2-5-2　第4回建築WG2委員会議事録（案）

WG2-5-3　まえがき（鈴木）

WG2-5-4-1～2　外付け制振工法の実験資料および外付けダンパー設計資料（向井）

WG2-5-5　ソフトストーリーを活用した制振建物に関する資料（井上（範））

WG2-5-6-1～2　柱の鋼板巻き補強の実験資料および設計式に関する資料（井上（重））

WG2-5-7-1～6　柱・壁の補強工法のまとめ（井上（重）、岩淵、河本）

■　議事内容

○　資料WG2-5-1前回全体委員会議事録の内容の確認が行われ承認された。

　・　ピロティ建物はその弱点により一般の建物に比べ性能向上を目指す必要がある。その方法として、75カインで設計を行う等の地震入力を大きくする方法は適切でない。変形能力および強度上の余裕度を確保する方向で行うべきである。

・　本委員会では補強において強度を上げることより靭性能を向上させることを重視する。

・　論文募集については基本的に行わない方向であるが、山川先生、平石先生には論文依頼を行い掲載してはどうか。

○　資料WG2-5-2 WG2前回議事録については各自確認しているものとして承認にかえる。

（前回本委員会において確認済みである）

○　資料WG2-5-3について鈴木委員長より説明があった

· まえがきとして本委員会の研究方針および今後の課題等を総括的に示した。

○　資料WG2-5-4-1～2について向井委員より説明があった

· ＲＣ架構の外付け制振ブレース補強の実験資料で、早期にダンパーの性能を発揮させるにあたり、ロスとなる端部ピン接合のガタ、梁端部のねじれ変形、ＰＣ圧着部の若干のすべりが、補強に与える影響を検討したものである。試験体は柱曲げ降伏型、梁曲げ降伏型、柱せん断破壊型の３体でそれぞれ片流れ型ブレースを配している。なお、ロードセルのガタについても計測した。

· 梁曲げ降伏型は梁が降伏する1/100程度からねじれ回転が増大している。これは、ねじれ耐力の余裕度が1.1程度と低いためである。他は余裕度が1.5程度はある。また、結果より、梁端の降伏によってねじれ変形が出るとPC鋼棒が緩み、その結果定着板もすべるのではないかと考えられる。

· ダンパーのエネルギー吸収能力として、梁曲げ型では1/150以降低下している。また柱せん断型は1/50程度まで性能を保持しているが、破壊後も柱軸力を保持できているためである。設計で使用できるのは1/150までであろう。

· WG2-5-4-2として外付け履歴ダンパー接合部の設計施工マニュアル（案）の概要を示した。

· この補強をピロティ建物に適用する場合についての見解を追加する。

· ＰＣ圧着部に繊維補強等を施しコンクリートを拘束すれば効果はアップすると思われる。また、ＰＣ圧着部である梁端部のせん断耐力はアップしていると思われる。

· 定着板の滑り変位グラフを見ると、定着板の滑り変位成分に弾性ねじれ回転成分が入っているように思われる。

○　資料WG2-5-5について井上主査より説明があった。

· ピロティ建物の補強方法として、耐震壁増設でのねじれ変形や上層部の応答増大等の問題点を示し、それに対してエネルギー吸収デバイスを設ける方法を提案する。その方法として、オイルダンパー＋リミッター設置によるもの、鋼材ダンパー＋リミッター設置によるもの、同調粘性マスダンパー設置の３つの方法を示す。本日はこのうち同調粘性マスダンパーによる方法について主に説明する。

· 直線運動をねじによって円筒の回転に変換する回転こま型ダンパーを用いる方法である。このダンパーは現在も使用されているが、マスの効果は無視されている。今回は円筒におもりをつけ回転慣性を増やし積極的にマスの効果を利用しようとするものである。その結果、場合によっては等価水平質量を1000～2000倍に増加させることができる。

· 一般の粘性ダンパーに比べ、層間変形以上に変形できるので大きな効果が得られる。変位応答倍率は減衰定数ｈが0.01以上では5以下でありｈの値に関わらず一定している。

· 解析結果より、ＲＣに適用する場合は塑性率1.0程度でダンパー量を決めることがよいと考えられる。

· ４階建てのピロティ建物について耐震壁補強とダンパー設置の２つの場合の解析例を示した。オイルダンパーの場合はねじれを抑制することが確認された。

· 鋼材ダンパーでも降伏後の履歴に勾配を持たせることができれば、ねじれを抑えることができる。

· 同調粘性マスダンパー設置の場合、支持部材の設計がポイントとなってくる。軟らかいことが必要で建物の剛性の７%といった値になる。変形できてかつ降伏してはいけないので、それにはかなり高強度な鋼材が必要である。

· オイルダンパーは効果が高く、賢いデバイスと言える。ただし、パルス的な揺れに対して効果が弱いという側面がある。

· 資料WG2-5-6-1～2について井上（重）幹事より説明があった。

· 鋼板巻き立てＲＣ柱の柱頭・柱脚の塑性ヒンジ領域に、アングル巻き補強で拘束を行い変形性能を向上させた実験の資料、設計式の提案および設計例を示す。

· 設計式の実験結果との対応についての説明文を追加する。

· 柱のふくらみは加力方向（幅面）に生じる。圧縮部がふくらむ。側面はあまりふくらみが生じない。ただし、実験では側面の方が正確に測定できているので、設計式には側面のものを使用した。

· せん断耐力は鋼板をフープ置換し荒川式で算出した。Pwは1.2%を超えるので1.2%頭打ちとした。

· 資料WG2-5-7-1～6について

· 補強方法の紹介シートであるが、内容については各自確認して、他にもあれば紹介する。

· 資料・HPの引用等、出典については記入しておく。

· その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 今後の方針として、シンポジウムの日時を考慮して、遅くとも年度内にはめどをたてる。また、他のワーキングとの調整を計る。

· 各自がそれぞれ作成しようとしているものの概要を１枚程度でまとめ、１月２１日までに井上（重）幹事まで送付すること。

· 現時点で設計方法の話題に比べ、部材レベルの話題が少ないのではないか。

· 次回のWG2の日時は、次回の全体委員会にからめた日とし後日決定する。次回の全体委員会の日時は１月２８日の拡大主査幹事会で決まる。　　文責：河本

